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報告案件資料

１．鬼怒川直轄河川改修事業

２．荒川下流特定構造物改築事業（京成本線荒川橋梁架替）

３．富士川総合水系環境整備事業

４．利根川総合水系環境整備事業（鬼怒川環境整備）

５．利根川総合水系環境整備事業（小貝川環境整備）

令和３年１２月２３日
国土交通省 関東地方整備局



事業の審議状況

【利根川水系鬼怒川・小貝川河川整備計画フォローアップ委員会】
令和３年１２月１３日（月）

委員：筑波大学西村委員長、宇都宮大学池田委員、早稲田大学関根委員、作新学院大学青木委員、東京大学鷲谷
委員、筑波大学佐藤委員、宇都宮共和大学和田委員、茨城県立歴史館永井委員

鬼怒川直轄河川改修事業 再評価

・事業継続について了解
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利根川総合水系環境整備事業
（鬼怒川環境整備） 再評価

・事業継続について了解

河川事業、ダム事業について、河川整備計画策定後、計画内容の点検のために学識経験者等から構成される委員会等が設置されている
場合は、事業評価監視委員会に代えて当該委員会で審議を行うものとする。（※国土交通省公共事業の再評価実施要領より）

【荒川水系河川整備計画フォローアップ委員会】
令和３年１２月１日（水）

委員：埼玉大学田中委員長、東京都立大学横山委員、東京大学沖委員、河川環境保全モニター堂本委員、東京大
学知花委員、埼玉大学淺枝委員、日本大学手塚委員、横浜市立大学鈴木委員、東京大学加藤委員

荒川下流特定構造物改築事業（京成本線荒川橋梁架替） 再評価

・事業継続について了解

【富士川水系河川整備計画フォローアップ委員会】
令和３年１２月９日（木）

委員：元山梨大学末次委員長、山梨大学砂田委員、山梨大学馬籠委員、山梨大学大山委員、常葉大学浅見委員、

山梨大学風間委員、山梨県水産技術センター塩崎委員、東海大学秋山委員、山梨県土地改良事業団体連合会渡邊
委員、静岡県土地改良事業団体連合会絹村委員、山梨大学武藤委員、帝京大学萩原委員、株式会社JTBパブリッシン
グ河野委員

富士川総合水系環境整備事業 再評価

・事業継続について了解

利根川総合水系環境整備事業（小貝川環境整備）

・事業継続について了解



鬼怒川直轄河川改修事業

５．事業の効果等

４．事業の進捗状況等

６．事業の投資効率性

７．対応方針（案）

３．概要図

１．目 的

２．事業概要
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・基準地点石井において、１カ所の堤防決壊、７カ所の溢水などの被害が
発生し、既往最大洪水となった平成27年9月洪水と同規模の6,600m3/s 

とし、このうち、河道整備において対象とする流量は4,600m3/s とし、洪水
による災害の発生の防止又は軽減を図る。

・事業概要：堤防整備、河道掘削、浸透・侵食対策等
・事業期間：平成28年度～令和27年度
・全体事業費：前回：約766億円 今回：約955億円

・当該事業を完了することによって、既往最大洪水となった平成27 年9月

洪水と同規模の洪水による災害の発生の防止又は軽減を図ることが出
来る。

【全体事業】
（前回）
総便益B：約1,623億
総費用C：約598億
B/C：2.7

（今回）
総便益B：約2,102億
総費用C：約997億
B/C：2.1

総便益B：約1,058億
総費用C：約113億
B/C：9.4

【残事業】

※B,C：現在価値化後

・当該事業は、現段階において、災害の発生の防止又は軽減を図る目的
における必要性は変わっておらず、引き続き事業を継続することが妥当
と考える。

堤防整備（茨城県筑西市伊佐山地先）

・茨城県筑西市伊佐山地先等で堤防整備、茨城県結城郡八千代町片角
地先等で河道掘削を実施。

施工前

河道掘削（茨城県結城郡八千代町片角地先）

施工後 施工前 施工後

ちくせい いさやま ゆうきぐん やちよまち かたかく

ちくせい いさやま ゆうきぐん やちよまち かたかく

下流側

上流側

整備内容 整備区間延長 進捗率

■堤防の整備 約64km 約94%

■侵食対策 約35km 約22%

■河道掘削 約10km 100%

■危機管理型ハード対策 約0.8ｋｍ 100%

茨城県結城郡
八千代町片角地先

茨城県筑西市
伊佐山地先

ちくせい

いさ やま

ゆうきぐん

やちよ まち かたかく



荒川下流特定構造物改築事業（京成本線荒川橋梁架替）

５．事業の効果等

４．事業の進捗状況等

６．事業の投資効率性

７．対応方針（案）

３．位置図

１．目 的

２．事業概要
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・京成本線荒川橋梁の桁下は、必要な堤防の高さに対して約3.7m低く、

危険な状態となっているため、橋梁を架替え、切り欠き部の堤防を嵩
上げを行うことで、当該箇所の流下能力の向上を図る。

・事業概要：橋梁架替
・事業期間：前回：平成16年度～令和6年度

今回：平成16年度～令和19年度
・全体事業費：前回：約364億円 今回：約730億円

・これまでに現地調査、概略設計、詳細設計及び環境影響評価を実施。
・現在、用地買収を実施中。

・橋梁を架替え、切り欠き部の堤防の嵩上げを行うことで、当該箇所の
流下能力の向上を図ることが出来る。

【全体事業】
（前回）
総便益B：約7,345億
総費用C：約333億
B/C：22.0

（今回）
総便益B：約4,832億
総費用C：約572億
B/C：8.4

総便益B：約4,832億
総費用C：約534億
B/C：9.0

【残事業】

・荒川下流特定構造物改築事業は、現段階においても、その必要性は
変わっておらず、引き続き事業を継続することが妥当と考える。

平常時 洪水時

周辺堤防の高さ

現在の橋梁の高さ

取得済み用地
（足立区内）

京成本線

取得済み用地
（葛飾区内）

京成本線

※B,C：現在価値化後

橋梁架替（河川部）

荒
川→

アプローチ部 アプローチ部

橋梁架替区間

堤防かさ上げに伴い
橋梁を上流に約１５m移設

計
画

現
況



【水辺整備】
・万力公園地区
平成28年3月に登録し、令和3年3月に

変更登録された「山梨市かわまちづくり
計画」に基づいた整備として、地域の
ニーズを踏まえ、水辺の癒し空間創出
として、管理用通路と河道整正を、令
和4年度から事業着手し、令和8年度の
整備完了を目指す。
・市川三郷地区
令和2年3月に登録された「市川三郷町

かわまちづくり計画」に基づいた整備と
して、地域のニーズを踏まえ、イベント
時にも利用可能な管理用通路と坂路を、
令和4年度に事業着手し完了を目指す。

富士川総合水系環境整備事業

５.事業の効果等

４.事業の進捗状況等

７．対応方針（案）

３．位置図

１．目 的

２．事業概要
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【水辺整備】

流域は平地の割合が少なく、河川空間は貴重なオープンスペースである。
そのため、散策や環境学習の場として、誰もが安全かつ容易に利用でき
る魅力ある水辺空間の整備を目指す。

【水辺整備】
・事業概要：親水護岸、管理用通路（散策路）、高水敷整正、水路等
・事業期間：平成15年度～令和18年度
・全体事業費：前回：約64億円 今回:約66億円

静岡県

長野県

山梨県

埼玉県

東京都

神奈川県

群馬県

太平洋 ６．事業の投資効率性

【水辺整備】

散策や環境学習の場として、誰もが安全かつ容易に利用できる良好な水
辺空間が整備される。

当該事業は、誰もが安全かつ容易にふれあうことのできる水辺空間を確保
する観点から、事業の必要性が高く、引き続き事業を継続することが妥当と
考える。

※B,C：現在価値化後
【全体事業】

（前回） （今回）
総便益Ｂ ： 約225億円 総便益Ｂ ： 約255億円
総費用Ｃ ： 約58億円 総費用Ｃ ： 約72億円
Ｂ／Ｃ ： 3.9 Ｂ／Ｃ ： 3.6

階段護岸利用イメージ

:事業整備箇所

【市川三郷地区】

沼久保地区

万力公園地区

笛吹三川
合流地区

砂原地区

甲斐市・韮崎市地区

信玄堤地区

若草地区(霞堤)

若草地区

甲⻄地区 市川三郷地区

増穂地区 鰍沢地区

飯富地区

大野地区

内船地区
福士地区

尾崎地区
雁・木島・五貫島地区

凡例
：整備完了
：継続
：継続（新規）
：整備前
：流域界

坂路

レキ河
原再生

千鳥が生息可能な河川の整備

【万力公園地区】



利根川総合水系環境整備事業（鬼怒川環境整備）

５.事業の効果等

４.事業の進捗状況等

６．事業の投資効率性

７．対応方針（案）

３．位置図

１．目 的

２．事業概要
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整備済みﾘﾊﾞｰｽﾎﾟｯﾄ：決壊の碑（上三坂）

堤防天端
L=6m

リバースポット（基盤整備）

※Ｂ／Ｃ：現在価値化後
【全体事業】

（前回） （今回）
総便益Ｂ ： 約503億円 総便益Ｂ ： 約565億円
総費用Ｃ ： 約100億円 総費用Ｃ ： 約113億円
Ｂ／Ｃ ： 5.0 Ｂ／Ｃ ： 4.9

①遡上環境（勝瓜頭首工）

鬼怒川

利根川

①遡上環境（石下床止）

①遡上環境（水海道床止）

⑤きよはら水辺の楽校

⑦水辺ツーリズム

⑧鬼怒川・小貝川
かわまちづくり
水辺整備事業
（鬼怒川）

③千代川水辺の楽校

④二宮水辺プラザ

①遡上環境（鎌庭第一床止）

②礫河原再生

⑥草川環境整備

：継続（変更）

：完了

凡例

つくばみらい市

守谷市

常総市

八千代町

結城市 筑西市

下妻市

関
東
鉄
道
常
総
線

下館駅

守谷駅

谷和原IC

常総IC

小
貝
川

●河川敷と堤防のリバースポット整備イメージ

サイクリングロードのイメージ

河川敷ﾘﾊﾞｰｽﾎﾟｯﾄのイメージ

今回報告案件のみ記載
【水辺整備】
平成31年3月に登録された「鬼怒川・小貝川かわまち

づくり計画」に基づき、地域と連携して周遊性の向上及
び魅力的な河川空間の形成を図ることを目的に、街と
川の拠点をつなぎ、にぎわいを創出するサイクリング
ロード及び拠点整備を行っている。
令和3年8月に当計画が変更登録され、鬼怒川ではﾘ

ﾊﾞｰｽﾎﾟｯﾄ整備箇所を5箇所追加し、令和9年度の整備
完了を目指す。

【自然再生】

礫河原特有植物の生息・生育・繁殖環境を確保するための礫河原保全・再
生及び魚道整備による魚類の移動環境の改善。
【水辺整備】

水辺と街のネットワーク化を図るため、にぎわいを創出するサイクリング
ロード及び魅力あふれる川の拠点整備の実施。また、誰もが安心して水辺
に近づくことができる水辺空間の創出。

・事業概要：【自然再生】魚道改良、床止工、頭首工、礫河原再生
【水辺整備】坂路、階段、管路用通路（散策路、ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ）、

ﾘﾊﾞｰｽﾎﾟｯﾄ整備 等
・事業期間： 【自然再生】平成13年度～平成29年度

【水辺整備】前回：平成14年度～令和7年度
今回：平成14年度～令和9年度

・全体事業費：前回：約64億円 今回：約65億円

【自然再生】礫河原特有植物の生息・生育・繁殖環境を確保され、魚類の移動
環境が改善された。

【水辺整備】サイクリングロードの整備及び魅力あふれる川の拠点を整備によ
り、水辺と街のネットワーク化が図られ、利用者が増加し、地域のさらなる活
性化が見込まれる。

当該事業は、災害復興に合わせて地域と連携して魅力的な河川空間を形成
するために、引き続き事業を継続することが妥当と考える。

【凡例】

：鬼怒川サイクリングロード・遊歩道
：鬼怒川リバースポット（整備済み）
：鬼怒川リバースポット（計画）

：小貝川サイクリングロード・遊歩道

（整備済み）
：小貝川リバースポット（整備済み）
：小貝川リバースポット（計画）



利根川総合水系環境整備事業（小貝川環境整備）

５.事業の効果等

４.事業の進捗状況等

６．事業の投資効率性

７．対応方針（案）

３．位置図

１．目 的

２．事業概要
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※Ｂ／Ｃ：現在価値化後
【全体事業】

（前回） （今回）
総便益Ｂ ： 約84億円 総便益Ｂ ： 約94億円
総費用Ｃ ： 約9億円 総費用Ｃ ： 約11億円
Ｂ／Ｃ ： 9.1 Ｂ／Ｃ ： 8.8

●河川敷と堤防のリバースポット整備イメージ

サイクリングロードのイメージ

【水辺整備】
平成31年3月に登録された「鬼怒川・小貝川かわま

ちづくり計画」に基づき、地域と連携して周遊性の向
上及び魅力的な河川空間の形成を図ることを目的に、
街と川の拠点をつなぎ、にぎわいを創出するサイクリ
ングロード及び拠点整備を行っている。
令和3年8月に当計画が変更登録され、小貝川では

ﾘﾊﾞｰｽﾎﾟｯﾄ整備箇所を3箇所増、2箇所減とし、令和7

年度の整備完了を目指す。

【水辺整備】

水辺と街のネットワーク化を図るため、にぎわいを創出するサイクリング
ロード及び魅力あふれる川の拠点整備の実施。また、誰もが安心して水
辺に近づくことができる水辺空間の創出。

【水辺整備】
・事業概要： 緩傾斜堤防、基盤整備、管路用通路（散策路、

サイクリングロード）、リバースポット整備 等
・事業期間： 平成18年度～令和7年度

・全体事業費：前回：約6.5億円 今回：約6.7億円

【水辺整備】サイクリングロードの整備及び魅力あふれる川の拠点を整備によ
り、水辺と街のネットワーク化が図られ、利用者が増加し、地域のさらなる活
性化が見込まれる。

当該事業は、災害復興に合わせて地域と連携して魅力的な河川空間を形成
するために、引き続き事業を継続することが妥当と考える。

小貝川

利根川

Ⅰ.母子島水辺
空間整備事業

Ⅲ.鬼怒川・小貝川
かわまちづくり
水辺整備事業
（小貝川）

Ⅱ.小貝・鬼怒・利根
水辺周遊整備事業

●リバースポット 川の一里塚（新井木）

整備前

整備後

：継続（変更）

：完了

凡例

つくばみらい市

守谷市

常総市

八千代町

結城市 筑西市

下妻市

関
東
鉄
道
常
総
線

下館駅

守谷駅

谷和原IC

常総IC

小
貝
川

【凡例】

：鬼怒川サイクリングロード・遊歩道
：鬼怒川リバースポット（整備済み）
：鬼怒川リバースポット（計画）

：小貝川サイクリングロード・遊歩道

（整備済み）
：小貝川リバースポット（整備済み）
：小貝川リバースポット（計画）


